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JAOS FOG LAMP SET  
Installation Instructions 

Vehicle Application 

TOYOTA FJ CRUISER (10.11-18.01) 

適応⾞種 FJクルーザー 10.11~18.01 

約1.0時間 
1.0-hours 

 

 

取付参考時間 
INSTALLATION TIME 

作業難度 
SKILL LEVEL 

①  パーツ交換/取付 

②   ⾞体加⼯あり 
③  専⾨知識が必要 
④     分解整備 

必要⼯具 
TOOL 

スパナ(HEX8,10) 
プラスドライバー(#2,#3) 
電⼯ペンチ 
ブチルテープ 
クリップクランプツール 

フォグランプセット取付要領書 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

部品構成 

① ② ③ 

④ 

このたびはJAOSフォグランプセットをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 
本書はフォグランプセットを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを⾏ってください。 
＜ 作業後は本書を製品の使⽤者様にお渡ししていただき、使⽤者様は本書を⼤切に保管してください。 ＞ 

Easy 

Moderately Easy 

Moderately Difficult 

Difficult 

⑤ 

構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 構成部品名称 DESCRIPTION 数量 Q’TY 
① フォグランプ本体 

FOG LAMP 2 ⑨ フランジ付ナット M6 
HEX.FLANGE BOLT M6 1 

② スイッチ 
SWITCH  1 ⑩ セムスボルト M5-16 

SEMS BOLT M5-16 8 
③ リレーハーネス 

RELAY WIRE HARNESS 1 ⑪ エレクトロタップ 
ELECTRO TAP 1 

④ スイッチハーネス 
SWITCH WIRE HARNESS 1 ⑫ Ｕ字型クリップ 

U-SHAPED CLIP 4 
⑤ フォグランプハーネス 

FOG LAMP WIRE HARNESS 2 ⑬ クリップテープ 
CILP TAPE 4 

⑥ 結束バンド 
CABLE TIES 10 ⑭ スイッチ固定⽤両⾯テープ 

DOUBLE-STICK TAPE FOR SWITCH FIXATION 1 
⑦ リレー 

RELAY 1 ⑮ フォグランプマークステッカー 
FOG LAMP MARK STICKER 1 

⑧ セムスボルト M6-16 
SEMS BOLT M6-16 1 ⑯ ⾼温注意ステッカー 

HIGH TEMPERATURE ATTENTION STICKER 2 

コントロール 
コード 

ランプコード 
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配線時の注意 
・⾞を障害物のない、平らな場所に⽌め、エンジンを⽌め、パーキングブレーキを確実にかけてください。 
・バッテリーのマイナスターミナルを外してから、作業を⾏ってください。 
・ハーネスやコードは、可動部でこすられたり、はさまれたり、押し付けられたりしないようにしてください。 
 (ペダル/ワイヤー/ドア/ベルト/プーリーなどから避けて配線してください。) 
・リレー、ハーネスは⾼温部から離して取り付けしてください。(エンジン/過給機/排気管など) 

・リレーはコードが下向きになるように取り付けしてください。 
・コネクターや端⼦は確実に接続してください。 
・ハーネスやコネクターは強く引っ張らないでください。 
・ハーネスやコードはぶらつかない様に結束バンドやクリップテープで固定してください。 
・ボルト、ナットは確実に締付けてください。 
・両⾯テープ貼付⾯のホコリ、ゴミ、油分、⽔分をきれいに取り除いてください。 
・両⾯テープを貼り付ける際は、平らで表⾯に凸凹のないところを選んでください。 
・両⾯テープの貼付け後、2⽇間は強い衝撃を与えないでください。 
・⼀度はがした両⾯テープは、再使⽤しないでください。 
・スイッチやスイッチコードは運転の妨げにならないように取り付けけてください。 
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取付要領 パターンA【純正フォグランプ装着⾞(H16バルブ)】 

1.純正パーツを取り外します。 
・純正バンパーに配線されている純正フォグランプの配線(バルブに差し込むカプラーまで)を取り外します。 

2.スポーツカウルに純正フォグランプの配線を取り付けます。 
・スポーツカウルの取扱要領書を参考に純正フォグランプの配線(バルブに差し込むカプラーまで)を取り付けします。 

・フォグランプ本体①をセムスボルトM5ー16⑩を使⽤し、スポーツカウルに取り付けます。 
 

・フォグランプ本体①と純正フォグランプのカプラーを取り付けします。 
 

→P10.「フォグランプの点灯確認」に進んでください。 

3.フォグランプ本体のローワットバルブ(もしくはLEDなど)に交換します。 
・純正フォグランプ(H16-19W×2灯≒38W)を前提とした設計の為、そのまま本製品(H11-55W×2灯≒110W)に
接続すると純正ヒューズが切れる恐れがあります。 
その為、バルブ⾃体をローワット(19W)のハロゲンフォグバルブ(H16/11互換)もしくはLEDフォグバルブ(H11)などに
交換していただく必要があります。 

当製品のH11カプラーと純正フォグランプのH16カプラーは互換性があるので接続が可能です。 

フォグランプ本体① 

H11ハロゲンフォグバルブ(55W) 

H11LEDフォグバルブや 
H16/11互換ハロゲンフォグバルブ(19W)など 

純正フォグランプスイッチがハンドルコラムに既存している場合は、付属スイッチとの併設が法令上不可能な為、 
ここでは既存のスイッチを使⽤する⽅法で取り付けの説明をいたします。(純正以外のアフター品を除く) 
また、付属スイッチを使⽤した取り付け⽅法はパターンＢの取り付け⽅法と併せて既存フォグランプスイッチと 
インジケーターなどの撤去が必要です。専⾨のショップ等に作業を依頼してください。 

別途購⼊が必要な物 
ローワット(19Wなど)のハロゲンフォグバルブ(H16/11互換)もしくはLEDフォグバルブ(H11) 

4.フォグランプ本体をスポーツカウルに取り付けます。 
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① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ ⑬ 
②+⑭ 

⑮ 

➌⓭ 

➋ 

➍ 

➎ 

➏ 

➌➐ 

➑ 

➒ 

➓ 

取付要領 パターンB【通常取り付け】 
配線艤装図【配線の配策⽅法についてはスポーツカウルの取付要領書を参考にしてください】 

➓ 
⓫ ⓫ 

⓬ 

⓯ 

⓰ 
⓮ 

➊⓱ 

⓯ ⓯ 

➊⓱ 

② 

④ 

③ 

③ 

③ 

③ ⑤ 
③ 

① 

⑩ 

③ 
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➊フォグランプ本体①をセムスボルトM5ー16⑩を使⽤し、スポーツカウルに取り付けます。 
 

➋リレー⑦をセムスボルトM6ー16⑧、フランジ付ナットM6⑨でアッパーコアサポートのサービスホールへ固定します。 
コード側が下向きになるように取り付けしてください。リレーに⽔が浸⼊し、故障の原因になります。 

 

➌⾞両左側のスモールランプのプラス側を簡易テスターなどで調べておき、その後バッテリーのマイナス(−)ターミナルを 
取り外します。(バックアップ電源を取り付けられる場合は先におこなってください) 

 

➍リレーハーネス③のコントロールコードをエンジンルーム側のダッシュパネルなどに取り付けられているゴムグロメットに⽳を 
開けて通し、室内へ引き込みます。 
併せてスイッチハーネス④からの⻩コード(2Aヒューズ付)を室内側からゴムグロメットの⽳に通し、エンジンルームに 
引き出します。 

スイッチの取り付け位置が法令で定められている(ハンドル中⼼から50cm以内の位置に取り付ける) 
ので、スイッチの取り付け位置からゴムグロメットまでの配線の⻑さをある程度決めておいてからリレーの 
位置などを決めてください。 
ゴムグロメットから⽔が室内に⼊らないようにブチルテープあるいはビニールテープ等で⽳の隙間をふさいで 
ください。 
ハーネスやコネクターを強く引っ張らないでください。端⼦外れや配線切れなどによりショートする可能性が
あり危険です。 

 

❺リレーハーネス③の4極コネクターにリレー⑦を接続します。 
 

➏室内でリレーハーネス③のコントロールコードとスイッチハーネス④のギボシ端⼦を接続します。 
 

➐スイッチハーネス④の⻩コード(2Aヒューズ付)にエレクトロタップ⑪を取り付け、予め調べておいた⾞両左側のスモールランプ
配線のプラス側に接続します。 

エレクトロタップの取り付け⽅法は図を参考に確実に取り付けを⾏ってください。圧着不良や配線⼝の 
左右違い(ストッパーの有無)に注意してください。 

 

➑スイッチ②とスイッチハーネス④の3極コネクターを接続します。 
 

❾リレーハーネス③の⿊コードの丸端⼦／くわ形端⼦をヘッドライト裏のアースポイントに取り付けします。 
 

➓リレーハーネス③のランプコードとフォグランプハーネス⑤のギボシ端⼦を接続します。 
 

⓫フォグランプハーネス⑤の２極コネクターをフォグランプ本体①に接続します。 
 

⓬リレーハーネス③の⻩コード(20Aヒューズ付)の丸端⼦をバッテリーのプラス(＋)ターミナルへ接続します。 
 

⓭作業終了後、正しく配線されているかを確認し、バッテリーのマイナス(−)ターミナルをバッテリーへ接続します。 
 

⓮スイッチ②をハンドル中⼼から50㎝以内の位置にスイッチ固定⽤両⾯テープ⑭を使い取り付けます。 
 

⓯ハーネスやコードが揺れる恐れのあるところは、結束バンド⑥・U字型クリップ⑫・クリップテープ⑬などを使い、各配線類
が遊ばないように固定します。 

 

⓰フォグランプマークステッカー⑮をスイッチ周辺に貼り付けます。 
必ずスイッチ周辺にステッカーを貼付けてください。 

 

⓱⾼温注意ステッカー⑯をフォグランプ本体周辺に貼り付けます。 
 

⓲スモールランプ、ヘッドランプ、ウインカーなどの電装品が正常に作動するか確認します。 

※図中や⽂中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を⽰しています。 取り付け順説明 
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フォグランプの点灯確認 

光軸の調整 

・消灯直後はフォグランプ本体にさわらないでください。特にお⼦様には注意してください。 
(⾼温になっているため、ヤケドの恐れがあります。) 
・点灯しているランプの光源を⻑時間⾒つめないでください。視⼒障害を起こす恐れがあります。 
・停⾞中、アイドリング中の⻑時間の点灯は⾏わないでください。 
また、エンジン停⽌中は、ランプを消灯してください。バッテリー消耗の原因となります。 

・フォグランプ本体、ハーネスなどに異常がある場合はただちに使⽤を中⽌し、取付店へご相談ください。 

・スモールランプをONにするとスイッチのインジケーターランプ(⾚)
が点灯します。  
 

・スイッチボタンを押すとインジケーターランプ(緑)が点灯し、フォグ
ランプが点灯します。 
 

・再度、スイッチボタンを押すとインジケーターランプ(⾚)が点灯
し、フォグランプが消灯します。  
 

・スモールランプをOFFにすると、スイッチの状態に関係なく 
インジケーターランプ、フォグランプ共に消灯します。 

光軸調整ボルト 
右回し：ランプ下向き 
左回し：ランプ上向き 

テスターなどで光軸を調整します。 
光軸調整ボルトは灯体底⾯にあります。 

右回し：ランプ下向きへ 
左回し：ランプ上向きへ 
 
光軸調整ボルトを締め過ぎると(右回し)ボルトが
ネジ切れてしまいますので注意してください。 

バルブ交換 

・バルブ交換は、ランプのスイッチを切り、ランプが完全に冷えた後に⾏ってください。 
・バルブは丁寧に扱ってください。落下など強い衝撃を与えたような場合は使⽤しないでください。 
・使⽤済みのバルブは、割らずに燃えないゴミとして処理してください。 
・新しいバルブのガラス⾯には素⼿で触れないように注意して交換してください。 

1.フォグランプのバルブに接続されているコネクターを抜き取る。 
2.フォグランプのバルブを左に回して抜き取り、バルブを交換する。 
(交換バルブ:H11 12V55W ※パターンAの場合はH11LEDフォグバルブやH16/11互換のハロゲンフォグバルブ(19W)など) 
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第3版 
初版 

2022年11⽉8⽇
2011年8⽉8⽇ 

スイッチを⼊れても点灯しない。 

フォグランプスイッチがOFFになっている。 フォグランプスイッチをONにする。 

ライトコントロールスイッチ（スモールランプ）がOFFになっている。 ライトコントロールスイッチ（スモールランプ）をONにする。 

テールヒューズを確認する。 

フォグランプヒューズを確認する。 

バルブ部の電圧を測定する。 

灯体不良（バルブ切れ） 

NO 

YES 

NO 

正常 

YES 

テールヒューズを交換する。 

フォグランプヒューズを交換する。 

フォグランプハーネス各部のコネクター接続の確認をする。 

正常 

12V 

異常 

異常 

0V 

ヒューズの交換 

・ヒューズは市販の管ヒューズを使⽤してください。 
・指定されたアンペア以外のヒューズは使⽤しないでください。 
・ランプ、スモールランプのスイッチを切ってから、ヒューズの交換作業を⾏ってください。 
・交換してもすぐ切れる場合、ハーネスの故障(断線、ショート)の恐れがあります。 
ただちに使⽤を中⽌し、取付店へご相談ください。 

メイン電源ヒューズ(20A)の交換⽅法 

スイッチ電源ヒューズ(2A)の交換⽅法 

1.バッテリーターミナルからマイナス(−)ターミナルとフォグランプ
の電源コード(⻩)を外します。 

 

2.ヒューズケース上部のつまみを左右にひねり、ケースを開き
ます。 

 

3.ケースからヒューズを取り出し、端⼦を外します。 
 

コードを引っ張らず端⼦を持って外してください。 
 

4.新しいヒューズ(20A)を端⼦の奥まで差し込みます。 
 

5.ヒューズをケースに取り付け、ケースを閉じます。 
 

6.取り外した電源コード(⻩)、マイナス(−)ターミナルを接続
します。 

1.スイッチのインジケーターランプが消灯していることを確認
します。 

 

2.キャップを押しながら左に回し外します。 
 

3.ヒューズを取り出し、新しいヒューズ(2A)と交換します。 
 

4.キャップの溝とヒューズケースの凸部をあわせ押し込み、
右に回してはめ込みます。 

トラブルシュート 


